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シャンフルーリの
『鳥風琴の栄光と没落』について
中 谷 拓 士
は じ め に
いまから見れば，シャンフルーリの著作は，考証関係の作品の方が評価が高
い。基本的に，猛烈な勉強家だったから，当時としては可能なかぎり調査し，
現地にも足を運んで確認して書くという努力を重ねている。それはボードレー
ルとシャンフルーリの 1846年のサロン評を比べてみればよくわかる。ボード
レールのサロン評が，どれほど時代を俯瞰的に捉えたものであるかは，その小
見出しをよむだけで理解出来る。いわく「批評は何の役に立つか」「ロマンチ
スムとは何か」「色彩について」とあって，そのあとに「ドラクロワ」がやっ
と出て来る。
それに比べれば，シャンフルーリは事務的といっていいほどで，小見出しも
「ベルネ，アリ・シェフェール，ドラクロワ各氏」と単純であり，本文も単刀
直入に「オラース・ヴェルネ氏は，狭小な精神にみごとなほどぴったりの，あ
の決まり文句──気
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絵を描くと見られてる。（1）」と書き始める。これ
は資質の違いとしかいいようがなく，ボードレールがすぐれて批評家的（その
ぶんやや抽象的）であるのに対して，シャンフルーリが地道なほど学芸員的で
具体的であることを示している。
シャンフルーリの小説は，今日ではほとんど読まれることもないが，考証好
みだから実証的で現実的な傾向を帯びる一方で，とりわけ初期作品において
は，ロマン派とレアリスムが混淆している。その典型が『シアン＝カイユー』
１９１
である。この作品では，途中で左右二段組みの体裁をとり，そこにロマン派的
な描写と，現実の描写を対比してある。無名の版画家を主役とし，その極貧生
活を提示すること自体，読者には少々異様な現実だったはずで，当時としては
新奇なものと受け止められたと言えるだろう。
初期の短編小説はそれなりの質の高さを備えている。たとえば，好評を得た
コルセール サ タ ン
と言ってよい『クラシ＝レ＝ボワの町長殿』（『海賊＝魔王』（Corsaire-Satan）
紙，1845年 7月），『哀れなトロンペット』（同紙，1845年 10月），『エル・
フエンセス』（『エポック』紙，1846年 11月）などがそうだ。『鳥風琴の栄光
と没落』もそうした時期──1846年 11月，25歳とき──の作品だが，本稿
ではこれを取り上げて，シャンフルーリの資質の本質的な二つの側面と，それ
を通して時代の過渡的な性格を瞥見したい。
この作品は，まず『ある音楽家の思い出──鳥風琴の栄光と没落』という題
名で『文士会会報』（Bulletin de la Société des Gens de Lettres）に載り（2），
翌年刊行の短編集『哀れなトロンペット──春のファンテジー』に組み込まれ
る際には題名の前半部分が削除された。改行の大幅な削減，人物名の代名詞化
コント
など，細かな異同は結構みうけられるが，大筋においては 1851 年の『短編
集』までほぼ同じである。それが 1852年版になると，改行部分などはオリジ
ナルに戻り，部分的な削除と加筆もほどこされ，以後 1857年刊の挿絵入りの
『鳥風琴』，1878年刊行の『シアン＝カイユー』所収の同作品などはこの版を継
承している。それゆえ，本稿のテキストとしては 1852年，ミシェル・レヴィ
コント
・フレール社刊行の『新旧物語』に収められたものを用いることにする。た
だ，全体的な話の流れは同じなので，加筆訂正などの細かな部分については立
ち入らないことにする。
そのまえに，すこし回り道になるが，シャンフルーリがどのような執筆活動
を経て物語作家となったかを年譜代わりに述べて，ボエームに連なる若者が，
物書きとしての地位を獲得していくまでを見ることからはじめたい。
１９２ シャンフルーリの『鳥風琴の栄光と没落』について
「シャンフルーリ」となるまで
シャンフルーリは 1821年 9月 17日に，ピカルディー地方のエーヌ県にあ
るランの町で生まれた。本名はジュール＝フランソワ＝フェリクス・ユッソン＝
フルーリという。
1838年の夏，17歳になる直前に，ジュールはパリに出てグラン＝ゾーギュ
スタン河岸のルグラン＆ベルグニウー書店の店員となる。大の読者好きだった
ので，本屋に勤めれば本が読めると思い込んでいたが，みごとに当てが外れ
る。そこは書籍の取次店だったからである。新米の店員は，倒れそうになるほ
ど重い書物を背負って得意先に配達しなければならなかった。ここで，同年秋
には，のちに画家となる 7歳年上のアントワーヌ・シャントルイユ（1814−
1873）と同僚になる。その一方で，ボエームたちの集いである「水飲みの会」
のデブロッス兄弟やその仲間たちとも知り合うが，彼らの貧しさに幻滅も抱
く。
1840年 12月，2年半足らずのパリ生活を切り上げて，19歳で故郷のラン
に帰る。長年役場の秘書だった父親が，町長と対立し辞職を余儀なくされた
後，印刷所を買い取って『エーヌ新聞』（Journal de l’Aisne）という地方紙
を創刊したからでもある。まだ 10代の青年ではあったが，その新聞に記事を
書き始める。かたわら，住民の顰蹙を買うようないたずらをつづけた。悪ふざ
けについては自伝的な作品である『シルヴィウスの告白』に詳しい。ともか
く，住民との軋轢，単調な地方町での生活にも飽きて，1843年 7月，彼はふ
たたびパリをめざす。22歳になろうとする時だったが，このときからジュー
ルは筆一本で立つ決心をして，ジャーナリズムの世界に入って行く。
パリにつくと，すぐに 1歳年下のアンリ・ミュルジェールが彼のアパルト
マンに住み着く。前回のパリ生活で二人が知り合っていたことは十分推測がつ
く。貧しいボエームの代表格と言えるミュルジェールはまだ，あの『ボエーム
の生活情景』を書き始めてはいない。
１９３シャンフルーリの『鳥風琴の栄光と没落』について
母親は，定職につかない息子ジュールのことを心配している。息子の方は質
素倹約をし，ワインを飲むこともほとんどなく，猛烈に勉強していると伝え，
母親を安心させようとするが，同時に手紙にはしばしば金の無心も伴うので，
母はしきりに就職活動を勧める。この時点で，彼は親からの仕送りを受けて暮
らしている。その点では，貧しさゆえに親に家を放り出されたような仲間のボ
エームとはまるでちがう。「家庭内の不和，小さな町の馬鹿げたうわさ話を聞
かずにすんで，ぼくがどれほど幸せかわからないでしょう（3）」と母親に書き
送るような状況は，貧困を友とするボエームからすれば，おおよそ脳天気な言
いぐさとしか思えないだろう。
ともあれ，まだシャンフルーリと名乗っていないこの若者は，夢を叶えるべ
く，図書館やカフェ・モミュスに通いながら，すこしずつ新聞に記事を載せる
ことになる。カフェ・モミュスは，今のルーヴル美術館の東端，クール・カレ
門の真向かいにあるサン＝ジェルマン＝ロークセロワ教会沿い（セーヌ寄りの南
側）にある通り（現在も当時と同じ名前 rue des Prêtres Saint-Germain-
l’Auxerrois）の 17番にあった。
ボエームのみならず多くの文人たちが足繁く通った店だが，19世紀半ばに
閉店した。当時このカフェに集ったボエームに関わりのある者を挙げれば，ミ
ュルジェールを含む「水飲みの会」の連中以外にも，後に 19世紀を代表する
写真家となるナダール，画家の卵のギュスターヴ・クールベなど，今もその名
が歴史に刻まれた者に加え，フーリエ主義の伝道者であった乞食僧のような出
で立ちの生真面目なジャン・ジュルネもおり，シャルル・ボードレールの姿も
見られた。
さて，ジュールは，パリに出てきて 3ヶ月後の 1843年 10月，11月と，つ
づけて『タム＝タム』紙（Tam-Tam）にカブリオンなる署名で記事を載せた。
そのあと，父親の『エーヌ新聞』に，同郷の士で，『アルチスト』誌の主筆だ
ったアルセーヌ・ウーセイの伝記を書き，彼に受け入れられる。そして，つい
に 1844年 5月，6月，12月と，この有名誌に記事を書くことになる。いずれ
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も美術関連のものである。と同時に，12月にはじめて『海賊＝魔王』紙に連
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続して記事を書く。
ボードレールと知り合ったのは，この年だろうと推測されている。カフェ・
モミュスで出会ったのか，それとも『海賊＝魔王』で知り合ったのか（未来の
詩人は同紙の寄稿者でもあった），具体的なことは分かっていない。この頃ま
では「J. フルーリ J. Fleury」という署名である。そして 12月に，ウーセイ
の勧めもあって「シャンフルーリ Champfleury」というペンネームが決まる。
「スタンダール」と同じように，ファースト・ネームなしの「シャンフルーリ」
という一語のペンネームであり，翌 1845年から使用することになる。ジュー
ル・フルーリではパッとしない，シャンフルーリという名前の方が，「より颯
爽としているし，目にも心にも，耳にも響きがいい（4）」とジュールは母親に
書き送っている。
いわゆる小説を書くのは，1845年からである。『海賊＝魔王』に，『シルヴ
ィウスの告白の一ページ』を掲載。他の記事を書きながら，1844年 7月 28
日付けの同紙に『クラシ＝レ＝ボワの町長殿』を載せる。24歳になるすこし前
のことである。そしてこの年，次々に短編を発表して行く。出世作の『シアン
＝カイユー』もその中にある。だが，こうした創作と平行して，同時代に実在
した風変わりな人物たちの伝記を読み物風に仕立てて書き連ねて行く。後に
『奇人伝』として一冊にまとめられるものである。
以上が 20代半ばまでに，ジュール・ユッソン＝フルーリの辿った道である。
1846年から翌年にかけての 25歳前後で，『ピエロ，死神の従僕』という黙劇
の台本を書く。これが上演されるに及んで，しだいにパントマイム作家として
世に知られるようになる。黙劇に手を染めたのは，子どもの頃から芝居好きだ
ったこともあるが，最初パリに出て来たとき，笑わぬピエロ，嘆きのピエロを
創始した天才的なパントマイム役者，ジャン＝ガスパール・ドビュローの舞台
に衝撃を受けたからである。言わずもがなの事ながら，ドビュローは，犯罪大
通りにあった芝居小屋（フュナンビュル座）を題材にしたマルセル・カルネの
映画『天井桟敷の人々』の主役バチストのモデルであり，当時の文人たちの多
くがこぞって賛辞を捧げた役者である。たとえば，数々のピエロを演じ分けた
１９５シャンフルーリの『鳥風琴の栄光と没落』について
この役者について，ジュール・ジャナンは「ピエロはドビュローの創作であ
る（5）」とまで言っている。
こうして，1846年が終わる 25歳と数ヶ月までで，発表した著作は，評論，
創作，伝記など──そのどれもが比較的短いこともあって──すでに 60余編
を数えていた。したがって，文筆家としてのシャンフルーリの歩みは，ボエー
ムとしては破格の順調さだと言ってよい。1821年 9月生まれだから，同年 4
月生まれのボードレールと，12月生まれのフロベールの間にはさまっている
が，文学的な出発としては，二人より格段に早い。たとえば，ボードレールは
『1845年のサロン』を出版しはしたが，あとは『アルチスト』紙に掲載したソ
ネット一編だけであるし，フロベールにしても，『狂人日記』『十一月』といっ
た短編を書いてはいるもののまったく無名のままである。
『鳥風琴の栄光と没落』
鳥風琴といえば，ジャン＝バチスト・シメオン・シャルダンの絵が思い浮か
ぶ。鳥風琴のハンドルに手をかけながら，鳥籠の方をふりかえる婦人像だが，
室内には静謐と品格と緊張感が満ち，硬質で高雅な印象を与える作品である。
鳥風琴はフランス語だと serinette（スリネット）だが，日本では一般にセリ
ネットと表記されている。serinette は serin（カナリア）から来ている。も
ともとカナリア（ひいては幾種類かの鳥）にさ
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を教えるものだと言われ
ているが，その有効性も含めて実態はよくわかっていないらしい。18世紀の
フランスで作られた，それほど珍しくもない一種の自動演奏楽器だが，その後
廃れたため，当時のまま残っているものは少ないという。
オルグ・ド・バルヴァリ
ヨーロッパの街角で時々みかける手回しオルガンは，ちょっとした屋台並み
のものもあり，かなり大がかりな装置だが，鳥風琴は大型のオルゴールくらい
に考えればいい。風琴だから，オルガン同様に空気を送り込んで演奏するとい
うことになるが，楽譜は紙にパンチで穴をあけたもので，その穴が音符とな
る。穴は五線譜の音符と同じで連続しており，ハンドルが回される限り，原則
１９６ シャンフルーリの『鳥風琴の栄光と没落』について
としてメロディーが奏でられつづける。
さて，『鳥風琴の栄光と没落』とはたいそうなタイトルだが，いわば型どお
りの言葉で，浮き沈みの意である。作品の舞台は，とある地方都市だが，読め
ばすぐにランだとわかる。いまも中世の名残を留めている静かな町である。旧
ランの町は，200メートル足らずの小高い丘の上に築かれている。さしずめ城
塞のようなもので，町のあちこちに石造りのアーチ状の門が見られる。もちろ
んいまは門を閉ざす扉はない。
上からみれば，町は細長い瓢箪の形をしている。要塞の城壁も部分的に残っ
ている。長い方の距離を歩いても，町の端から端まで，そんなに時間はかから
カテドラル エグリーズ
ない。この山の上に寺院が二つある。一方が大聖堂，もう一方が教会で，どち
らも町の両端にある。有名なのはもちろん四つの塔をもつ大聖堂で，とりわけ
あちこちから何頭もの牛の彫像が姿を見せるランの聖堂の塔は，いまでも異彩
を放っている。
今日では読む人もほとんどいない作品だろうから，どんな話かすこし詳しく
述べることにする。物語では，いま言った二つの寺院がそれぞれ小教区をなし
ており，小さな町なのに住民はどちかの教区に属している。裕福なのは教会側
である。教会よりも格が上で，司教代理までいるのに大聖堂側は貧しく，塔の
修復もままならないことから，その一つがいつか崩れるのではないかと教区民
は心配している。この貧富の差は住民の階層による。教会側には生活に余裕の
あるブルジョワや貴族が居を構えており，大聖堂側はそれよりはるかに商人の
数が多く，「大聖堂より商売が大事」な連中が構成員である。格下の教会側は，
嫉妬心も手伝って，自分たちの贅沢さを誇示し，大聖堂と張り合っている。
そして，ブルジョワの住む通りでは，ことのほかよそ者に対する穿鑿の目が
厳しい。そんな町に，語り手は「よそ者」を登場させる。うわさ話を中傷へと
転じさせるブルジョワ女たちの毒牙にかかるドイツ人の親子を，ある日，パリ
から来た乗合馬車から降ろすのである。
語り手は 1人称の「ぼく」である。「よそ者」を間近で見る立場にあった
「ぼく」が過去に体験した出来事を物語ることになる。だが，厳密に 1人称の
１９７シャンフルーリの『鳥風琴の栄光と没落』について
回想形式で統一されているわけではなく，サロンでの大人の会話などは作者に
よる 3人称的な叙述となっている。その点では，まだ近代小説の入口にあっ
て，人称による厳密な区別のない語り方にとどまっているし，フロベールに見
られるような，登場人物や語り手の目を通して描写するという多彩なフォカリ
ザシオンの機能は皆無である。
さて，ドイツ人は大聖堂にオルガン奏者の職を得て，この町に来た。前任者
亡きあと司教代理が雇い入れたのだが，そこにも貧しい大聖堂側の懐具合が透
けて見える。男の名前はフライシュマンといい，ローゼンブルートという 4
歳ばかりの小さな男の子を連れていた。「ぼく」は大聖堂の聖歌隊の一員だっ
た。だから，親子とは近い距離にあり，同時に詮索好きなブルジョワたちとも
接触があるという，語り手としては好都合な位置を占めていた。非難がましい
噂好きのブルジョワ階層，とりわけ女性たちの間では，当然ながら「ドイツ
人」に違和感がある。その間の事情を，底意地の悪いブルジョワ側のやりとり
を通して描いて行く。その分，絶えず噂の的となっているオルガン奏者の方に
は，なにかしら秘密めいた少ない情報しか与えられていない。すこし謎のヴェ
ールに包まれた親子なのである。
非難がましい声は単に外国人だからというのではなく，宗教上の観点も作用
している。周知のように，隣国ドイツは宗教改革以降，プロテスタンティスム
の国だからである。そこの新教徒が，旧教徒の大聖堂のオルガンを弾き，かつ
聖歌隊の訓練をも引き受けるのである。しかも，おいおい分かってくるのだ
が，この楽師は，フランス人が宗教音楽を理解していないなどとうそぶく。そ
ればかりかドイツ音楽しか演奏しないとも言明するのである。
老人のように歯が抜け，下唇が突き出て，サチュロスのような容貌をし，す
り切れた燕尾服を着たフライシュマンには，うさんくさく見られる要素が多分
にあったものの，小さなローゼンブルートはそれと好対照だった。おしゃべり
女たちも，この子については，そのピンク色の肌，ブロンドの髪などに感嘆
し，天使のようだと形容し，幼子イエス様という常套句で表現する。「あんな
父親をもってかわいそう」とか，「ほんとうに父親かしらね」といった声も出
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るほどである。語り手の「ぼく」が驚くのは，聖歌隊の指導がこの 4歳の子
どもにゆだねられることである。だが，ローゼンブルートは文字通り，天上の
声そのものの持ち主だった。
「ぼくたち」は子ども同士ということで，すぐに仲良くなる。そのときに鳥
風琴が問題となる。この装置はブルジョワの通りに住むブロダール夫人の家に
ある。そもそも，物語の冒頭はこの老未亡人のことから叙述がはじまるのであ
る。夫人が大事にしている鳥風琴があり，いつもは大きな箪笥の中にしまい込
まれている。「ぼくたち」が学校でおとなしくしていたときなど，ご褒美代わ
りに，これを奏でさせてくれるのである。「とにかく壊さないようにしてね」
と夫人はうるさく言ったものだった。曲の一つが演奏できなくなっているの
で，夫人はよけい気にかけている。曲によっては，2度連続とか 3度連続して
演奏するよう指示しているものがある。だから，「ぼく」が指示に従わず，2
度を 1度で切り上げて，次の曲に移ろうとする「大罪」を犯したとき，夫人
は激怒したのである。
──私を殺す気かい，悪党だね，と夫人は言った……あんたたちはすでに
私の「夜明け」を壊してるんだからね。わざとやったんじゃないだろう
ね？……腕白坊主，行っておしまい，母さんに言いつけてやるから……そ
したらムチでぶたれるよ……なんていまいましい子どもたちだろうね！
ラ・ミュージック
おんなじようなことばっかりして。禁止するから，もう二度と「音 楽」
には触らせないからね……（6）
夫人の家にはよく子どもたちが遊びに行く。そこには毎日欠かさず能なしの
弁護士であるペーント氏もやってきて，独楽をはじめ，木工細工の小物を回し
たり，新しい芸当を披露したりして子どもたちを楽しませる。
そんなある日のこと，夫人が一時的に外出し，子どもたちを家に残していっ
たことがあった。それで子どもたちはこの時とばかり鳥風琴を引っ張り出し
て，ハンドルを回したりする。しかし，それにも飽きると，鳥風琴を井戸の縁
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においたまま，庭で鬼ごっこをする。そして悲劇が持ち上がる。フライシュマ
ンの留守中に，仲間に誘われて夫人の家に来ていたローゼンブルートを誰かが
突き飛ばし，小さな子は鳥風琴にあたり，楽器が井戸の中に落ちてしまうので
ある。
桶を使って，なんとか引き上げたものの，鳥風琴はびしょぬれで，もう二度
と鳴らなかった。例によってペーント氏もやって来るが，もう修復できないと
分かると，あとの修羅場が想像できたため，その場から逃げ出す。子どもたち
は，鳥風琴を箪笥の扉の内側に置き，扉をあけると落ちるように小細工をす
る。帰宅した夫人は，子どもたちの数が減っているのを妙だと思う。そして箪
笥をあける。目論見通り鳥風琴が落ちる。「壊れた」と「ぼく」が言う。「こん
なことじゃ壊れないさ」と夫人は言ったが，取り上げたとき，濡れているのに
気づく。「誰が水に浸けたんだね」と夫人が叫ぶ。そしてハンドルをまわした
とたん，夫人の顔は恐怖にひきつる。「恐怖のあとには怒りがつづいた。」（7）
ものすごい形相で，誰が壊したのかと問い詰める夫人に，いちばん気の弱い
のがローゼンブルートを指さす。夫人はローゼンブルートにとびつき，そのま
ま抱きかかえて台所へ走る。
ぼくらは恐怖で口も利けなかった……ローゼンブルートが泣き叫ぶのが聞
こえた……夫人は鞭で叩いていた……ローゼンブルートはなおも叫んでい
た。打擲は倍加していた。──グレーテ・ママ！ とあわれな子どもは叫
んでいた。すると，鞭がその訴えに応えるのだった。（8）
その間，外出先から戻ったフライシュマンはローゼンブルートを探し回って
いた。すると，ブロダールの夫人の女中が子どもを抱いて入ってくる。子ども
はぴくりとも動かない。逆上したオルガン奏者は召使いの女の首を絞めようと
する。折良く，セルパン奏者が入ってきて二人を引き離す。そのとき「パパ！
パパ！」という呼び声がする。子どもは死んではいなかったのである。
うわさは瞬く間に町中を駆け巡る。放心状態だというブロダール夫人……子
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どもはまだ病気だ……仮病だ……身も知らぬ者にオルガン奏者をまかせた司教
代理が悪い……故郷を捨てなければならなかった極悪人だ……いやはや，彼の
息子は娘だっていうじゃありませんか……司教猊下が厳しい裁断を下されるだ
ろう……。
医師は，ローゼンブルートの繊細な神経がやられてしまったという。音楽が
好きならオルガンのところへ運んで治療しようと。それを聞くと，喜んだフラ
イシュマンは妻に捧げるつもりのハ短調のミサ曲を医師に捧げようと言う。そ
して「生涯ではじめて笑っていた。」突然，子どもがうわごとを言う。黒い猫
が来る，自分の胸を攻撃する……そう言ったかと思うと，薔薇の花，色とりど
りの蝶々，と口に出しつつ微笑むかとみると，「ああ，ムチでぶたれる」「マ
マ，助けて」と恐怖の叫びをあげる（9）。
治療がはじまった。最初の和音を聞いたとき，ローゼンブルートは大きな目
を見開く。そしてその唇からは歌が流れ出す。「その声はいつもより澄み切っ
ていた。そこにはもう地上的なものは何ひとつなかった。（10）」演奏し終える
と，フライシュマンは我が子のそばに駆け寄る。「私がわかるかい」──「え
え，パパ……愛してるよ」この言葉を最後に，子どもは息を引き取るのであ
る（11）。
エピローグは，版によって異なる。1851年版までと翌年以降とで，さいご
コ ン セ ル ヴ ァ ト ワ ー ル
の数行が違ってくる。元の形では，3年後，「ぼく」は国立高等音楽院におり，
キー
そこを出ると，かろうじて 3つの音しか鳴らないひどい鳥風琴を演奏してい
る老人と出くわすことがよくある。鳥風琴の蓋があいていて，蓋の裏に貼って
ある曲目をみると，ブロダール夫人の家にあったものと同じだったとして，そ
の曲名が記されて作品は終わる。
のちに改変した版では，国立音楽院は削られ，「ぼく」はフェラーユ河岸
（現在のメジッスリ河岸）で，3つの音しか鳴らない鳥風琴が売られているの
を見つけた。蓋の裏には……というものである。
ふつうに読めば「ある音楽家の思い出」Souvenirs d’un musicien だと，語
コ ン セ ル ヴ ァ ト ワ ー ル
り手すなわち音楽家の思い出ととれる。だが，国立高等音楽院が消えれば語り
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手としての音楽家も消える。そうなると，「ぼく」は何者なのか。物語作家に
近い語り手というしかない。微妙なところだが，のちに加筆された数十行も，
対話の多いこの作品の構成からすれば，音楽家よりも作家が語るとしたほうが
自然ということになるかもしれない。
作品の特徴
（1）地方性
この作品に具体的な歴史的年代は出て来ない。ただ，シャトレーヌ通りのブ
ルジョワ女たちは「毒を集めるマーシュの器具よりも巧みに，中傷の種を見つ
け出す（12）」とあるので，だいたいの時期は分かる。ジェームズ・マーシュの
微量なヒ素も検出可能な装置は 1836年に作られているからである。そのこと
から考えれば，シャンフルーリが描いているのはほぼ同時代，つまり王政復古
期のあとのルイ＝フィリップによる七月王政下のこととなる。
また，鳥風琴を壊されて，血走った目をした恐ろしいブロダール夫人を「マ
クベスの魔女たちも夫人のそばでは子羊に見えた（13）」と表現しているのも，
シェークスピア熱が高まってきていた 1830年前後以降を指すと考えれば，時
代画定の指標にはなる。
そうした時代における「地方独特の悪意と愚鈍さのすばらしい描写（14）」の
中に，勢力を誇示するブルジョワたちの軽薄な残酷さをくり広げながら，シャ
ンフルーリはそれとは対照的に，神秘的な天上の声を持つ幼子の死への道程を
哀歌のように純化しながら描いて行く。細かな描写については「ルーペとメス
をもった解剖者の冷たい情熱に似たもの（15）」が，この作者にはあり，『鳥風
琴』にも，それがところどころに認められるとパトリス・ロレは述べている。
小バルザックよろしく地方の歪んだブルジョワを描いた 50ページほどの作
品だが，登場人物はそれなりに多い。ブロダール夫人はドイツ人に偏見を抱く
分かりやすい保守主義者である。帝政時代には自分の家に住み込みのドイツ人
が 2人いて，彼らは「はい」か「いいえ」しか知らない，「あんなのは人間じ
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ゃない」とまで言う（16）。第一帝政時代の勢いをそのまま自意識に取り込んだ
老婦人である。
作品では，鳥風琴の所有者として別格扱いだが，町のブルジョワジーの中心
は，サロンを開いて客をよぶフレミネ夫人である。この二人の夫人をとりまく
人物にペーント氏親子がいる。判事の父親は老獪な世渡り上手の権威主義者で
あり，それ比べると，息子の弁護士は単純すぎる日和見主義者で，（バルザッ
クと同時代の作者の発想にふさわしく）骨
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を援用して無能の人物に仕立て
られる。彼はどちらの教区を選ぶかも決断できずに両方のミサに顔を出し，そ
のくせ両方に寄進もせねばならないことに不満を抱いている男である。とはい
え，この男は町のいろんな情報をブロダール夫人をはじめ，ブルジョワの牙城
であるフレミネ夫人のサロンに持ち込むという大きな役割を担う。町のブルジ
ョワ社会は，噂をさらに増幅し世論化する装置なのである。
こうした連中に向き合うのが司教代理，オルガン奏者のフライシュマン，そ
の子のローゼンブルートであり，「ぼく」は両方にまたがる形で両陣営の対立
構造を語ってゆく。そして時に「ぼく」は，作者と同化して「県議会は大半が
弁護士，すなわち無知なヴォルテール主義者たちで構成されており，どの会期
においても，大聖堂へのいかなる補助金にも賛成しないのが適当だと判断して
いる。（17）」と当時の地方議会批判の言葉を口にするのである。
バルザックのような詳細をきわめる描写はきわめて少なく，対話の多用が目
立つ。叙述よりも，そのセリフのやりとりで人物の性格を示していることか
ら，戯曲的でもある。そして，人物たちには二つの教区の対立構造が，ブルジ
ョワジー優位のまま投影されている。それゆえ，作品の構造上貧しい大聖堂側
の者たちは，必然的に敗者への道を辿る。ドイツ人のオルガン奏者の子どもは
死に，彼自身はこの土地を去り，司教代理もなんらかの処分を受ける気配すら
ある。
ちなみに，ピカルディー地方の特色を出すために，方言も利用される。bri-
saque（なんでも壊す子ども），いまでは辞書にも載っているが，rabote（ピ
カルディー地方のパイ包みのリンゴのオーブン焼き）のほかに，1852年版で
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は「フランスへ発つ」partir à la France（刈り入れ作業の手伝いをするため
に 10里ないし 20里の道を行くこと）などの表現も紛れ込ませている。
こうした現実的な要素の枠内に，ロマン派的，ホフマン的な傾向が埋め込ま
れており，作品に仕掛けられた一種の謎めいた部分をなしている。フライシュ
マンは登場したときから「見かけが前世紀風」だと述べられているが，それな
のに「フランス風に燕尾服と細いズボン」という当時の典型的なブルジョワの
いでたちをしている。単に外国人であるというだけでなく，どこかずれている
異質なものが地方のブルジョワ的現実のなかに混入してくるのである。
（2）ホフマン調
ピエール・マルチノに言わせると，ロマン主義の特徴の一つである「恋の打
ち明け話」が，ボエームによって底辺の者たちの恋愛話へと向かい，ユゴーに
よる『クロムウェル』の序文で「崇高」に対置された「グロテスク」の定義が
曖昧なため，グロテスクは崇高なるものを伴わずとも「芸
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たり得た」
から，「醜いもの，異様なもの，おぞましいもの」などが追求されて，ロマン
主義の一部の特徴となったという。そしてボエームは，日常生活において，そ
うしたグロテスクな要素には事欠かなかったから，それらを追い求めたとし，
シャンフルーリは，「時にはミュルジェール風の自分の平凡な色恋沙汰の打ち
グリゼット
明け話を書くこともあったが，むしろお針子の生活よりも奇人のそれを好んで
語った。」とつづけている（18）。
しかしながら，この見方はやや偏っている。奇人をつぎつぎに取り上げて新
聞や雑誌に発表していたときと，『鳥風琴』や『哀れなトロンペット』（19）その
他の短編は同時平行的に書かれているからである。だとすれば，奇人好みと社
会の底辺の現実とはどこで接合するのか。それは「異質なもの」という要素に
おいてである。そう考えれば，作品の副題のようにつけ加えられた「ファンテ
ジー」という言葉が，その傾向性をはっきり示していることに気づく。これは
便宜的につけられたものではない。
たとえば，「冬のファンテジー」には，伝記崩れのような『シアン＝カイユ
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ー』のほか，『葬儀人頭の思い出』『カルナヴァル伝』という，のちの『奇人
伝』に収録される伝記二編と，『ファンテジーとバラッド』という詩篇，レア
リスムを思わせる『クラシ＝レ＝ボワの町長殿』がおさめられている。要は，伝
記を手がけることから文筆業を目指したと言ってよいシャンフルーリは，伝記
と創作を二つながら書き始めていたということである。ただ，実在の人物を取
り上げる方が時に非現実的に思え，虚構の方が，多く地方生活から題材をとる
こともあって，より現実的な話となるという，ちょっと奇妙なねじれ方をす
る。しかし，どちらにおいても「異質なもの」が「現実」に接ぎ木されている
のである。
では，この異質な要素はどこから来るのか。おそらくは E. T. A. ホフマン
を好むシャンフルーリの気質からである。ジュール・トルーバは，「ファルス
とメランコリー」がシャンフルーリに関する一章のタイトルに相応しいと書
き，すこし大げさだが，彼をフランスのホフマンだと言っている（20）。そして，
とりわけ音楽的な要素に言及し，ホフマンが友人に送った手紙を援用する。
──「君はどんな楽器も弾かないことで多くの至福を失っている（…）不思議
な音は，君の中にイデーというか物言わぬ感情を忍び込ませる。だが，君が楽
器を使って個人的な感覚，心のなかのぼんやりした言葉を発
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と，その
ときはじめて君は音楽の何たるかを感じるのだ。（21）」これはシャンフルーリの
手紙を読んでいるようだとトルーバは記している（22）。貧乏暮らしの中でも，
シャンフルーリはチェロを弾き，友人たちとよく室内楽を奏でて楽しんでいた
からである。
それゆえ，シャンフルーリは絵画だけでなく，音楽とのつながりも強く，そ
れを強調する人も多い。たしかに彼は，仲間といっしょにリヒアルト・ワーグ
ナーをフランスに紹介しようともしたのである。そういうわけで，彼の芸術家
としての感性を，その豊かな音楽性に見て，それが文学にも投影されていると
捉える向きも当然ある。そこに醸し出されるある種の雰囲気，レアリスムと内
密さ，観察とファンテジーとを，ジョゼフ＝マルク・バーユベはホフマン的と
みている（23）。それは怪奇，幻想の前景化というより，現実に根ざしながらも
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謎めいた親密な空間に漂う密かな笑いやイロニーとメランコリーいった要素の
融合だと言い換えることができるだろう。
そうした側面を，以下に見て行きたい。先に子どもの死までは紹介済みだ
が，その折り，本来はすべきでないことだが，この作品の仕掛けに合わせて，
すこし小細工を施した説明を試みた。では，そのか
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れているのだろうか。問題は二つある。一つはローゼンブルートという神秘的
な声の持ち主の描写と，この人物の謎を隠しながら進めて行く叙述である。そ
れが一つに合わさって行くように，語りが構成されている。これは登場人物で
ある「ぼく」という語り手の仕業ではなく，その背後にいる作者が選択した述
べ方である。種明かしが分かれば，ばかばかしく思えるような側面もあるが，
物語的にはきちんと機能している。
まずはローゼンブルートの描写からはじめたい。この子は父親と違って，か
わいい，美しい，やさしいという形容詞に縁取られている。天使までもが引き
合いに出される。女性連が口々にそう言うのである。これがローゼンブルート
の見た目の美質だが，父親はそういう女性たちに「しかめ面をした。噛みつく
ようだった」とある。彼は我が子の「話題は聞きたくない」様子である（24）。
次に，オルガン奏者のフライシュマンは，そばに誰もいない，自分一人きり
の状態でオルガンを弾きたいと言う。では，誰がオルガンに送風するのだと聞
かれると，自分の子どもだけで十分だと答える。「何ですって，あんな小さな
優しい子を疲れさせるのですか」（25）と言われると，あの子の健康のために必要
なのだと答える。ここからは，ローゼンブルートをあまり人目にさらしたくな
いという彼の思いと，その子がどこか脆さを抱えた存在であるということが看
取できる。脆さは，後に医者が言う「あまりにも繊細な器官をもっているか
ら（26）」という言葉につながっている。
その子が自分のみた夢を父親に語る箇所がある。自分が天使たちの大演奏会
を見たこと，天使たちはめいめい楽器を持っており，指揮者は神様で，ほんと
に素敵な演奏会だったことなどだが，つづいて，こんなことをつけ加える。
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そのあと，神様はこう言ったの。ソロを歌うための声がひとつ足りない。
なぜなら，天使ガブリエルが風邪をひいているから。代わりを誰にしよう
か。神様は二人の天使にこう言った。ほら，眠っている小さなローゼンブ
ルートが見えるだろう，彼を呼びに行きなさい。それで二人が大きな羽根
を羽ばたかせてやって来たの。（27）
「フライシュマンは身震いし，子どもを抱きしめたが，その夢に怖れおのの
いていたのである。（28）」そして，夢の中とはいえ，さよならも言わずに年老い
た父親を残していったのかとなじる。子どもは反駁するが，ここにはローゼン
ブルートの死が予兆のように見られる。すでに亡くなっている母親そっくりの
幼子と天国は死を媒介にしてつながっているからである。そして，その声も天
国にかかわる。子どもの夢のなかで神さままでが欲しがった「天上の声」，「神
秘的な声」なのである。
さて，問題はこうした流れに，もうひとつの流れが合流することであるが，
これは文字通り語りの詐術といってよいやり方で実現される。たとえば，少々
長い引用だが，ローゼンブルートの夢の話の部分をみてもらいたい。トリック
は人称代名詞にある。
──おお！ ローゼンブルートは若い娘のような微笑みと同じくらいき
れいに子どもっぽく口をとがらせながら言った。パパのことを忘れてなん
かいないよ，ほら……もうちょっとお終いまで聞いてよ。二人の天使は羽
根を近づけていて，ぼ
 
く
 
は
 
間に座っていた。ああ！ ブランコみたいに気
持ちよかった。途中で，二人はぼ
 
く
 
に
 
にいろんなお話をしてくれたの。グ
レーテ・ママがそうしてくれたみたいにね。ぼ
 
く
 
ら
 
は
 
天国に着く。きれい
なの，神様が白い大きな髭をして青い服を着ていた。──神様はぼ
 
く
 
に
 
，
こんにちはって言った。ぼ
 
く
 
も，こんにちはって言った。──何か歌って
くれんかな，と神様が言ったんだ。ぼ
 
く
 
は怖くなんかなかったから，ぼく
のいちばんきれいな声で歌ったの，ほら，グレーテ・ママがあんなに好き
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だったフランチェスコ・ロセッロの曲を。神様は喜んで手を叩いた。ずっ
とここにいなさいと言った。──神様，そうしたいけど，フライシュマン
・パパが，もうぼ
 
く
 
に
 
会えなくなるとさびしがるから──神様は，ちょっ
との間，考えた。──お父さんもお前といっしょに来させよう。うれしい
だろ。──おお！ そのとおりだね，神様，それならパパも神様のお役に
立てる，パパはオルガンがちょっと得意なの，さあ……そのときぼ
 
く
 
は
 
目
が覚めたの（Alors je me suis réveillé）……。（29）（傍点は筆者）
引用では，人称代名詞をすべて「ぼく」とした。それは最後の文，Alors je
me suis réveillé...（イタリックは筆者，以下同様）に見られるように，人称代
名詞が男性を示しているからである。ブロダール夫人も，子どもたちが連れて
きたのがフライシュマンの「息子」だとわかり，最初はしかめ面をする。ぐっ
たりとした我が子が運ばれてきたとき，フライシュマンは「（彼は）死んでし
まった」と変わり果てた声で言う。ローゼンブルートを大聖堂まで抱いて運ん
できた女中に，「おまえが（彼を）殺したのか」Est-ce toi［...］qui l’ as tué
...? とオルガン奏者は詰めよる（30）。
そして次に，とつぜんフライシュマンはすすり泣きながら言う。「こいつが
子どもを，あの不幸な……あんなに可愛かったわたしのわたしの子を（31）」elle
a tué l’enfant, la malheureuse... Mon enfant, qui était si joli［...］前にあ
るイタリック部分では，あきらかに一瞬言いよどんでいる。女性形になってい
るからである。しかし，後の joli では，男性形の形容詞が使われている。joli
/ jolie は男女で同じ発音だから，男性形をもちいたセリフがフライシュマンで
あっても，彼のとっさの意識をあらわしているわけではない。この形容詞の男
性形は，あきらかに語る側の作為を示している。
怒りが蘇ってきたフライシュマンだが，そのとき「パパ！ パパ！」という
声が聞こえると，激しいよろこびに，思わずこう口走る。「おお，私の娘は死
んでいなかった（32）」と。ここではじめてローゼンブルートが娘として扱われ
る。以下，章がかわると，町はこの娘
 
の話でもちきりである。もちろんそこで
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の叙述はすべて女性形に変わる。
だから，支離滅裂なうわごとの中でローゼンブルートが「あの子（＝シャル
ル）が（あたしを）押したの（33）」（il m’ a poussée）という箇所でも，本人の
セリフが女性を示すものになっている。発音上は男女の区別がつかないのに，
表記上では女性と分かるように表記されているのだから，あきらかにここにも
語る側の意図が働いている。ところが，教会を去らねばならないと告げられた
時のフライシュマンの台詞では「彼（＝娘のこと）が疲れたら，（彼を）おぶ
ってやります（34）」と男性形の人称代名詞になっている。医者の召使いがロー
ゼンブルートをオルガンのところへ運ぼうとするときも，「彼を」となってお
り，さらに子どもが我に返ったようにみえる時も Rosenblutt paraissait reve-
nir à lui.（35）と男性形で受けている。不思議な語り方である。
すでに引用したが，死の間際，幼い娘は父親のオルガンに合わせてさいごの
歌声を聞かせる。「その声はいつもより澄み切っていた。それにはもう地上的
なものは何ひとつなかった。（36）」同一対象に対する男女混合の代名詞を追って
いると，ローゼンブルートはまるで性別のない天上の天使のような存在，ある
いは両性具有のように男女にまたがるような存在として，この世からあの世へ
と移行してゆくのである。
「あれが娘なら，どうして少年の格好をさせるのでしょうね」，「パイプオル
ガンへの送風を少女にさせるなんて，どうかしてませんか（37）」，これが町のブ
ルジョワたちの素朴な疑問であり，非難である。フライシュマンのやり方はた
しかに常識を外れている。うわさ話となれば，それは常軌を逸した行為とな
る。つまり，地方ブルジョワの狭隘な理性の範疇には収まり切らない事柄なの
である。まわりの危険な状況から娘を守るために少年に仕立てたといった，も
っともらしい判断は論外である。そうした地上の現実的なレベルを越えていな
ければ，神秘の声は天上的に響かないのである。こうして，「気が触れている」
と噂の広まるドイツ人は，地方の現実からは排除される存在となる。同時に，
現実的な側面からすれば，貧しい側にある大聖堂の敗北を暗示する一つの要素
となるのである。
２０９シャンフルーリの『鳥風琴の栄光と没落』について
お わ り に
母親に「家庭内の不和，小さな町の馬鹿げたうわさ話を聞かずにすんで，ぼ
くがどれほど幸せかわからないでしょう（38）」と書き送りながら，シャンフル
ーリは結局，それを題材に描いている。ただ，『鳥風琴の栄光と没落』は，基
本的には現実に密着したヌーヴェルである一方で，現実の範囲を越えて行きそ
うなコントの趣も示しているのである。
時の考え方の傾向性というものは，それが強く前面に押し出され，何がしか
の価値が付与されると，何々主義という大層な呼称をもつようになる。やがて
シャンフルーリにはレアリストというレッテルが貼られるが，ロマン派の潮流
に身を置くこの時期の 20代半ばの若者は，まだ自分の作風を模索中であり，
それはより現実に傾くかと思えば，一方ではそこに非現実的な要素を注入す
る。どちらもが彼にとってのリアリティーだったし，諧謔好みに憂愁が，現実
に異様さが溶けこむことなど当たり前のことだった。その意味では，『鳥風琴
の栄光と没落』という作品は，この作家の資質が自然に滲み出たものでもある
が，同時に時代の過渡的な風潮に沿ったものとも言えるだろう。
当初は，『鳥風琴』に加え，同時代の『クラシ＝レ＝ボワの町長殿』と『エル
・フエンセス』の二作品も取り上げる予定だった。前者は，地方の革命裁判所
の一員であり，いまは町の権力者となった町長が，革命時の敵だった教会の司
祭──自分を「さ
 
ん
 
づけ」でしか呼ばず，自分よりチェスの強い腹立たしい存
在である司祭を葬り去るという，いかにも地方特有の現実味をおびた話であ
り，後者はエル・フエンセスというスペイン画家の謎めいた絵を所有した者
が，次々に死んで行くという，文字通りホフマン的な幻想味をおびた話であ
る。『鳥風琴の栄光と没落』は，ちょうどその中間に属するが，今言った二作
品と比べれば，現実性，幻想性の点で，すこしずつ物足りなさを感じさせはす
るものの，ある種の詩情では両者にないものを備えていると言っていいだろ
う。
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